


要約:栄養法による身体発育の違いを明らかにするため、完全母乳栄養児と人工栄養児の

身体計測値について比較検討した。母乳栄養児の発育は、昨年度に山内が作成した母乳栄

養児の発育曲線と比較すると男児の体重のみが有意に大きかった。人工栄養児は母乳栄養

児より身長・体重とも大きい傾向であったが有意な差は認めなかった。上腕周囲長、皮下

脂肪厚では栄養法による明らかな差は認めなかった。今回の検討は縦断的なデータが不足

しているため、引き続いて検討を続ける必要がある。


